
２）入院患者数
　　444人

３−１）手術症例病名別件数
脊椎 小児脊椎 58

頚椎 68
胸椎 15
腰椎 45

関節 人工股関節 15
人工膝関節 58
肩関節（関節鏡視下含む） １
膝関節（関節鏡視下含む） 17
足関節（関節鏡視下含む） ４
股関節その他・小児関節 52

手・末梢神経 末梢神経 ３
手の外科 12

腫瘍摘出術 骨腫瘍 ２
軟部腫瘍 ６

外傷 骨折（骨接合術） 137
大腿骨頚部骨折（骨接合術） ５
大腿骨頚部骨折（人工骨頭） 10
その他の外傷 28

病巣廓清術、切断術等 38
抜釘 12
その他 ９
総件数 595

３−２）手術術式別件数・術後合併症件数
　　　　　　　　　症例数　合併症症例　再手術症例数
脊椎手術　　　　　�128件　　３件　　　　１件
人工膝関節置換術　　58件　　２件　　　　１件
その他の関節手術　　37件　　０件　　　　０件
骨折手術　　　　　�152件　　３件　　　　１件
その他　　　　　　�220件　　０件　　　　０件

４）化学療法症例・数
　なし　

５）放射線療法症例・数
　転移性骨腫瘍　10名

６）悪性腫瘍の疾患別・臨床進行期別治療成績
　　転移性骨腫瘍10名　全例手術治療

７）死亡症例・死因・剖検数・剖検率
　　なし

１．スタッフ（平成25年４月１日現在）
副 科 長� （准 教 授）�星地亜都司
リハビリ科長� （准 教 授）�関矢　　仁
外来医長� （講　　師）�安食　孝士
病棟医長� （講　　師）�松村　福広
医　　員� （学内教授）�吉川　一郎
� （講　　師）�渡邊　英明
� （講　　師）�木村　　敦
� （助　　教）�東　　高弘
� 遠藤　照顕
病院助教� 萩原　佳代
� 笹沼　秀幸
シニアレジデント� ４名

２．診療科の特徴
　外傷・救急、脊椎、関節外科、腫瘍・骨代謝、股関
節、小児整形、手の外科、スポーツなどの専門診グルー
プを作って高度な医療を行っている。栃木の重度外傷患
者を多く引き受けており若手のよいトレーニングの場に
もなっている。最新式手術用顕微鏡を完備しコンピュー
タ支援手術を行っている。学生教育、若手の育成と指導
にも力を入れており、海外および国内留学も積極的に奨
励している。昨年も学生評価によるDepartment�of� the�
Year（僕らの心に添え木をしてくれたで賞）を獲得した。

・施設認定
　日本整形外科学会認定専門医制度研修施設

・専門医
日本整形外科学会専門医� 24名
日本整形外科学会脊椎脊髄医� ３名
日本脊椎脊髄外科病学会指導医� ４名
日本整形外科学会認定スポーツ医� ３名
日本整形外科学会認定リウマチ医� ３名
日本整形外科学会認定運動器リハビリテーション医
� ３名
AO�Trauma�Japan�教育委員� 松村　福広

３．診療実績・クリニカルインディケーター
１）新来患者数・再来患者数・紹介率
新来患者数� 2,125人
再来患者数� 17,495人
紹介率� 52.6％

整形外科
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８）その他の治療症例・数
　　化膿性脊椎炎� ５件
　　圧迫骨折など保存治療� ７件

９）主な処置・検査
　　脊髄造影検査など� 58件

10）カンファランス症例
（１）診療科内
　月曜日午後５時より　病棟カンファランス
　水曜日午前７時より　抄読会
　水曜日午後５時より　ケースカンファランス
　木曜日午後５時より　脊椎カンファランス
　　　　　　　　　　　（放射線科と合同）
（２）他科との合同
　�アレルギー･リウマチ科、神経内科と合同カンファラ
ンス
（３）他職種との合同
　リハビリカンファランス
（４）他病院との合同
　毎月第１木曜日　派遣病院との骨折症例検討会

４．事業計画・来年の目標等
　レジデント、学生への濃厚な教育体制を維持する。若
手医師に対する指導体制も維持する。ナビゲーション手
術、顕微鏡視下手術、重度外傷手術をはじめとする高度
な治療を安全に行えるシステムを維持する。派遣病院の
充実、連携をより強固にすることにより大学本来の高度
医療を優先して行えることを目標とする。
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